
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
増
便
は
も
ち
ろ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　利
便
性
や
快
適
性
も
向
上

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
が
、
３
月
13
日
か
ら

複
線
化
に
対
応
し
た
新
し
い
ダ
イ
ヤ
で

の
運
行
に
な
り
ま
す
。
複
線
化
に
応
じ

て
本
数
が
増
え
、
乗
り
継
ぎ
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
な
ど
、
通
勤
・
通
学
が
ま
す

ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

 
９
本
増
便
�
最
速
36
分

　

ダ
イ
ヤ
の
本
数
は
、
現
行
の
１
４
５

本
か
ら
１
５
４
本
（
特
急
を
除
く
）
に

な
り
、
９
本
の
増
便
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
京
都―
園
部
間
で
最
大
で
15
分
の

短
縮
に
な
り
、
最
速
の
快
速
列
車
が
36

分
。
園
部
以
北
に
つ
い
て
も
、
園
部
で

の
接
続
時
間
の
ほ
と
ん
ど
が
３
分
に
短

縮
さ
れ
、
同
一
ホ
ー
ム
で
の
乗
り
継
ぎ

と
な
る
な
ど
、利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
国
鉄
か
ら

継
承
し
た
車
両
が
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後
に
製

造
さ
れ
た
車
両
に
す
べ
て
置
き
換
わ

り
、
快
適
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ

せ
て
、
市
営
バ
ス
や
ぐ
る
り
ん
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
も
行
い
ま
す
の
で
、
よ
り

便
利
な
交
通
網
を
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。（
バ
ス
の
時
刻
表
は
２
月

1011

特集②JR山陰本線（京都─園部間）複線化が完成

広報なんたん2・3月号 広報なんたん2・3月号

〜
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
（
京
都
│
園
部
間
）
複
線
化
が
完
成
〜

26
日
付
け
で
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
）

 

朝
の
通
勤
時
間
帯
は

　

朝
の
通
勤
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
、
園
部

か
ら
京
都
方
面
へ
の
快
速
を
２
本
増
発

し
、
快
速
を
１
時
間
当
た
り
５
本
、
お

お
む
ね
12
分
間
隔
で
運
転
。
ま
た
、
こ

の
時
間
帯
の
す
べ
て
の
快
速
が
嵯
峨
嵐

山
駅
で
普
通
と
接
続
す
る
た
め
、
京
都

方
面
の
通
勤
・
通
学
が
ま
す
ま
す
便
利

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
現
在
設
定
の
な
い
朝
の

通
勤
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
、
京
都
か
ら
園
部

方
面
へ
の
快
速
が
２
本
増
発
さ
れ
ま
す
。

 

デ
イ
タ
イ
ム
は

　

今
回
の
複
線
化
に
よ
り
普
通
の
運
転

間
隔
が
等
間
隔
と
な
り
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
体
系
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
園
部
駅
で
の
、
上
り
（
京
都

方
面
行
）
の
快
速
や
下
り
（
福
知
山
方

面
行
）
の
普
通
と
の
接
続
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
園
部
以
北
と
の
相
互
間
の
利
用

が
便
利
に
な
り
ま
す
。
園
部
駅
で
の
接

続
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
り
最
大
24

分
、
下
り
最
大
13
分
が
い
ず
れ
も
３
分

に
な
り
ま
す
。

 

夕
方
の
通
勤
時
間
帯
は

　

夕
方
の
通
勤
客
の
利
用
が
多
い
時
間

帯
に
、
京
都
か
ら
園
部
方
面
へ
の
快
速

が
２
本
増
発
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
設
定
の
な
い
夕
方
の
通

勤
時
間
帯
に
、
園
部
か
ら
京
都
方
面
へ

の
快
速
が
３
本
増
発
さ
れ
ま
す
。

▲同一ホームでの乗り継ぎで便利に（園部駅）

 

山
陰
本
線
の
始
ま
り

　

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
は
京
都

―

綾
部
間
の
鉄
道
が
開
通
し
て
１
０
０

年
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
敷
設
の
歴
史

は
、
明
治
20
年
ご
ろ
か
ら
京
都
と
舞
鶴

を
結
ぶ
鉄
道
の
構
想
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
え
ま
す
。
紆う

余よ

曲
折
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
、
経
済
発
展
を
願
う
沿
線
住
民

や
京
都
の
政
財
界
が
中
心
と
な
っ
た
鉄

道
敷
設
運
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

敷
設
が
決
定
的
と
な
っ
た
の
は
、
山

陰
本
線
の
も
と
を
築
い
た
「
京
都
鉄
道

株
式
会
社
」
の
創
立
で
し
た
。
京
都
鉄

道
株
式
会
社
は
、
明
治
26
年
７
月
に
田

中
源
太
郎
氏
・
浜
岡
光
哲
氏
ら
が
中
心

と
な
っ
て
設
立
し
、
明
治
28
年
11
月
に

京
都―

舞
鶴
間
な
ど
の
免
許
を
得
ま
し

た
。

 

難
工
事
と
資
金
難

　

日
清
戦
争
の
影
響
も
あ
り
工
事
に
取

り
掛
か
っ
た
の
は
明
治
29
年
４
月
。
ま

ず
、
二
条―

嵯
峨
間
が
明
治
30
年
２
月

に
開
業
し
、
同
年
11
月
に
は
京
都―

二

条
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
た
だ
、
園
部

方
面
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨―

亀
岡
間
の

約
４
．
８
㌔
が
保
津
川
沿
い
を
通
る
た

め
難
工
事
と
な
り
、
思
う
よ
う
に
工
事

が
進
ま
ず
、
京
都―

園
部
間
が
開
通
し

た
の
は
、
明
治
32
年
８
月
で
し
た
。

　

園
部
以
北
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
京

都―

園
部
間
に
お
け
る
土
地
買
収
や
建

設
費
な
ど
に
相
当
な
資
金
を
投
入
し
て

し
ま
っ
た
た
め
資
金
繰
り
が
つ
か
な
く

な
り
、
京
都
鉄
道
株
式
会
社
独
自
で
の

建
設
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

政
府
に
、
建
設
工
期
延
長
や
補
助
金
申

請
を
行
い
ま
し
た
が
、
折
り
合
い
が
つ

か
な
い
ま
ま
、
明
治
40
年
８
月
「
鉄
道

国
有
法
」
に
よ
っ
て
京
都
鉄
道
株
式
会

社
は
買
収
さ
れ
、
財
産
な
ど
の
す
べ
て

が
鉄
道
院
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

国
有
鉄
道
と
な
っ
た
後
、
１
９
１
０

年
（
明
治
43
年
）
８
月
、
園
部―

綾
部

間
が
開
通
し
、
こ
れ
よ
り
先
に
開
通
し

て
い
た
福
知
山―

綾
部―

舞
鶴
間
と
通

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 

複
線
電
化
へ

　

そ
の
後
、
昭
和
62
年
４
月
国
鉄
分
割

民
営
化
に
よ
り
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
が
継
承
。
平
成
元
年
４
月
に
嵯
峨

―
馬
堀
間
を
複
線
の
新
線
に
切
り
替

え
、
平
成
２
年
３
月
京
都―

園
部
間
が

電
化
。
平
成
８
年
３
月
園
部―

綾
部
間

が
電
化
に
な
り
、
平
成
22
年
３
月
京
都―

園
部
間
が
完
全
複
線
化
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
８
月
当
時
の
京
都
鉄
道
株

式
会
社
の
運
賃
は
、
京
都―
園
部
間
３

等
34
銭
（
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す

る
と
約
３
，
０
０
０
円
）
、
２
等
は
３

等
の
２
倍
、
１
等
は
３
等
の
３
倍
だ
っ

た
そ
う
で
、
現
在
（
園
部―

京
都
間

５
７
０
円
）
の
約
５
倍
と
い
う
ぜ
い
た
く

な
乗
り
物
で
し
た
。
所
要
時
間
は
１
時

間
30
分
で
、
現
在
の
最
速
の
快
速
列
車

が
36
分
と
聞
く
と
当
時
の
方
々
の
驚
く

顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
先
人
た
ち
の
思
い
が
引
き
継
が

れ
山
陰
本
線
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

 

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て

　

南
丹
市
立
文
化
博
物
館
・
南
丹
市
日

吉
町
郷
土
資
料
館
で
は
、
京
都―

綾
部

間
開
通
１
０
０
周
年
・
京
都―

園
部
間

複
線
電
化
記
念
と
し
て
７
月
下
旬
〜
９

月
上
旬
の
期
間
に
平
成
22
年
度
夏
季
特

別
展
（
仮
称
）
「
鉄
道
〜
果
て
し
な
く

続
く
路み
ち

〜
」
の
開
催
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
山
陰
本
線
（
京
都―

綾
部
間
）
に

ま
つ
わ
る
写
真
や
切
符
な
ど
の
資
料
を

お
持
ち
の
方
は
、
文
化
博
物
館
（
℡
０

７
７
１
│
６
８
│
０
０
８
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

複線化になって行き違う電車
（八木町玉ノ井）

▲

か
つ
て
の
園
部
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

▲自動車と並走する蒸気機関車（昭和37年・八木町八木嶋）

▲昭和37年の吉富駅




